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研究成果の概要（和文）：母親の養育者としての発達過程を明らかにするため「愛着-養育バランス」尺度にて縦断調
査を行った。どの時期でも、愛着的因子（母親自身の不安の対処）より養育的因子（子どもの不安への対処）の方が高
く、2相性を示した。経産婦は愛着を自分自身へも向ける傾向がみられ、初産婦は産後間もないころは子どもも愛着対
象として認識する傾向がみられた。養育的因子は育児経験を通して上昇する傾向がみられた。尺度は短縮版を作成し健
診での有用性が確認できた。
　支援のための基礎資料として、看護者と母親に対しての産後の母親のストレスに関する意識調査、及び母親へのグル
ープインタビューから、ストレスの本質を抽出した。

研究成果の概要（英文）：This longitudinal study examined mothers' developmental processes as caregivers, u
sing the Attachment-Caregiving Balance Scale. The scale had been created based on perspectives of the deve
lopment of caregiving systems to capture mothers' developmental processes as caregivers. At all stages, th
e caregiving factor (dealing with anxiety over children) was higher than the attachment factor (dealing wi
th mothers' own anxiety), indicating a biphasic pattern. Multiparas tended to show attachment toward thems
elves, whereas primiparas tended to recognize their children as attachment figures soon after childbirth. 
Caregiving factors tended to increase throughout mothers' parenting experiences. In addition, a short vers
ion of the scale was created, and its utility at a health checkup was noted. To acquire basic data for sup
portive intervention, surveys and group interviews were conducted with nurses and postpartum mothers about
 mothers' stresses, and factors of these stresses were extracted. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 子育て支援としては、子どもの成長発
達や虐待防止（養育者の不安や不満、育児環
境等）の視点が強調されており、母親の発達
に応じた支援という視点は低い。現在、行政
でも民間でも様々な支援が講じられている
が、不適切な養育の代表とも言える子ども虐
待は一向に減る気配がない。このような中で、
支援の基本的方向がうまくポイントをおさ
えていないのではないか（汐見：2007）とい
う指摘や、「親育ち」のための支援の重要性
について指摘されてきている（大日向：2005、
林：2006）。さらに、効果的でない子育て支
援の要因として、愛着や養育の質に明確に焦
点を当てていないという指摘もあり（Rutter
ら：1999）、子育て支援の考え方を再考する
ことの必要性が示唆されている。 
 
(2) 「親育ち」への支援、つまり養育者と
しての発達を促す支援が必要と言えるが、親
がどのように養育者として発達していくの
かという過程は明確ではない。親が親となる
ことで何が発達するのかという研究（柏木
ら：1994、林：2006）や社会的サポートの重
要性、育児環境・育児意識等の研究（吉川：
2003、花田ら：2006、原田：2008 等）は多い
が、その発達過程に関する研究は少ない。母
親役割や母性意識に関する研究（新道ら：
1994）では、母性意識を形成・発展させなが
ら母親役割を獲得していくことが明らかに
されているが、本研究では、さらに母親役割
の獲得も含む養育者としての発達過程を明
らかにすることで、その発達状況に応じた支
援へと結びつくと考えた。 
 
２．研究の目的 
(1) 乳幼児期の子どもを持つ母親の養育者
としての発達過程を明らかにする。親と子ど
もの関係性の中で最も重要と言われる「愛着
-養育プログラム」（Bowlby：1969，1982）に
焦点をあて、母親が養育者として発達してい
くことを「養育システム」の発達と捉えた。
その構成概念を抽出し尺度化したものが「愛
着-養育バランス」尺度（図１参照）であり、
信頼性・妥当性は確認済みである。その尺度
を用いて発達状況を測定し、発達過程を明ら
かにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図１ 「愛着-養育バランス」尺度の構成概念（6 因子） 

 
(2)  乳幼児健診場面での「愛着-養育バラ
ンス」尺度の有用性を確認し、アセスメント

ツールとしての活用を検討する。さらに、健
診場面でより活用しやすくするため短縮版
を作成し、信頼性・妥当性および健診場面で
の有用性を検討する。 
 
(3) 個々の母親の発達状況に応じた支援策
を構築するため、母親たちのストレス・不安
および求める支援の本質を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1) 母親の養育者としての発達過程を明ら
かにする。 
産後 1か月の母親に「愛着-養育バランス」

尺度を用いての継続調査（1 か月時、3 か月
時、6か月時、1年時、18 か月時、2～3歳時）
を依頼し、同意を得られた 234 名を対象とし
た。時期ごとに郵送し返送していただいた。
調査内容はすべての調査時期において「愛着
-養育バランス」尺度の他に、その時期のス
トレス内容とした。時期別には、養育者とし
ての発達に影響すると考えられる因子に関
する尺度を追加した。1 か月時は「ストレス
対処方略」、3 か月時は「対児感情」、6 か月
時は「育児ストレス」、1年時は「被養育体験」、
18 か月時は「内的作業モデル」、2～3年時は
「愛着スタイル」を測定する尺度を調査内容
とした。 
 
(2) 「愛着-養育バランス」尺度の乳幼児健
診時での有用性を検討し、短縮版の信頼性・
妥当性および有用性を確認する。 
①3 つの市の乳幼児健診（６か月児相談、

１歳６か月児健診）時に来所した母親で同意
の得られた 752 名（3 市の合計）を対象に質
問紙調査を行い、その結果と健診時の問診票
の照らし合せを行った。照らし合させはそれ
ぞれの市の保健師とともに、＜気になる＞ケ
ースの抽出に役立つかと言う視点で検討会
を行った。 
②１歳６か月児健診に関わる保健師に問

診時に尺度を使用してもらい役立ったかを
調査した。221 名分の問診についての回答が
得られた。 
 
(3) 子育て支援に関する意識を母親と支援
者側から調査する。 
①母親のストレスの本質を明らかにする

ため、(1)で調査した母親のストレスの自由
記載をテキストマイニングにて分析し、スト
レスの結びつきからその本質を抽出した。 
②産後 3 か月前後の母親を対象（5 名と 6

名の 2 グループ）に、「これまでのストレス
や知っておきたかっこと」についてのグルー
プインタビューを行った。 
③１歳６か月児健診を受診した児の母親

で、同意が得られかつ健診後の調査も含めて
回答のあった 150 名を対象として、健診の満
足度および受けたい支援について調査した。 
④支援者側として、産後の母親に関わって

いる看護者で調査同意の得られた 98 名の意

 



識調査（母親の不安やストレスの捉え方と支
援）を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 産後 1 か月から 1 年 6 か月までの母親
の養育者としての発達過程 
①「愛着-養育バランス」尺度の変化では、

どの時期においても愛着的因子（母親自身の
不安の対処）より養育的因子（子どもの不安
への対処）の方が高く、2 相性を示した。1
か月時の 6因子（30 項目）の分布を図 2に示
した。「適応:愛着（子どもへの依存）」は育
児経験を積むことで下降し、「敏感性:養育
（子どもへの関心と理解）」は上昇していた
が、「敏感性:愛着（自分への関心）」は上昇
していた。「適応:養育（役割受容）」は有意
差はなかったが育児経験を積むことで上昇
傾向を示した。「親密性:愛着（自分に対する
支え）」「親密性:養育（子どもへの愛情と支
え）」は育児経験による変動はほとんどなか
った。母親は愛着の対象を夫や家族等の周囲
に向けていたが、経産婦は自分自身へも向け
る傾向がみられ、初産婦は産後間もないころ
は子どもも愛着対象として認識する傾向が
みられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②影響要因との関連では、ポジティブなス

トレス対処や子どもへの接近感情、ケア因子
の高い被養育体験、安定型の内的作業モデル
を持っている母親の方が「愛着的因子」が低
く、「養育的因子」が高い傾向がみられたが、
全てにおいて有意差がみられたわけではな
かった。これらの影響要因も含め、子どもの
月齢や初産婦か経産婦かは、養育システムへ
の影響要因ではあったが強い影響とは言え
なかった。安易に初産婦・経産婦とか、子ど
もの月齢によって養育者としての発達を考
えるのではなく、個々の 6因子の状況から判
断することが、有効な支援策に結びつくと考
える。 
  
「愛着-養育バランス」尺度は先に述べた

ように、「適応」「敏感性」「親密性」それぞ
れの愛着・養育の計 6因子で構成される。そ
れぞれの因子をみてみると、「適応」は育児
経験を積むことで愛着は低下し養育は上昇
することが明らかになった。「敏感性」は養

育については「適応」と同様の傾向がみられ
たが、愛着については逆の傾向を示した。「敏
感性:愛着」は自分への関心を示しており、
多くの母親が同様の傾向を示していること
から、子育てに慣れている（慣れていく）こ
とで自分へも関心を向けられる余裕をもて
るという解釈もできる。しかしながら、成果
(3)の＜気になる＞母親では、この「敏感性:
愛着」が有意に高いことから、「敏感性:愛着」
が高いことを一般的な傾向と捉えることは
危惧される。「敏感性:愛着」が高い母親には、
より具体的に話を聞くなど、子育ての状況を
判断する必要がある。「親密性」については
大きな変動がみられなかった。これは養育シ
ステムへのシフトは思春期から始まってお
り、妊娠期と産後数か月間で最大限変化す
る可能性があり、特に「親密性」について
は思春期や妊娠期にすでに一定の発達をと
げていたと考えるのが妥当と言える。その
ため育児期での大きな変化はみられなかっ
たと考える。 
 
(2) 「愛着-養育バランス」尺度短縮版（各
因子 2 項目の計 12 項目）を作成し信頼性と
妥当性を検討した。対象は乳幼児健診を受診
した母親であり、短縮版作成で 1690 名、短
縮版の信頼性・妥当性の検討で 716 名であっ
た。短縮版作成は、因子ごとの逸脱点数に対
する感度・特異度及び IT 相関の結果から各
因子 2 項目ずつ選出した。選出した 12 項目
のクロンバックの α 係数は 0.81 であった。
尺度点数を健診時の＜気になる＞母親とそ
れ以外の母親で比較し、6 因子全てで有意差
が認められたことより妥当性が確認でき、リ
スク群の抽出に役立つ可能性が示唆された。 
 
(3) 「愛着-養育バランス」尺度の乳幼児健
診での有用性についての保健師との検討会
では、各ケースの概要（問診票の内容）と尺
度 6因子との関連をみていき、表１のような
傾向がみられるということで、検討したメン
バー間で概ね一致した。実際の健診時の問診
場面での尺度の活用についての調査では、
83.5％の保健師が「役立った」「どちらかと
言えば役立った」と回答しており、健診場面
での有用性が確認できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) 産後の母親の不安・ストレスの本質： 
全体では【今後の心配】【夫の協力がない】

図 2 産後 1 か月の 6 因子（30 項目）の分布 

得点 

 



【子どもが寝ない】【子どもの泣き・ぐずり】
【家事が大変】【寝不足】【思い通りにいかな
い】【情報の混乱】【母乳の不足感】【育児が
大変】【自分に対するやるせなさ】【自分の時
間がない】【自分へのねぎらい】【複数の子育
て】の 14 カテゴリーが抽出され、そこに【初
産】【経産】というカテゴリーを加え 16 カテ
ゴリーとし、カテゴリー間の結びつきをみた。
初産婦・経産婦で同じストレスは多く、その
中でも【思い通りにいかない】ストレスは両
方に多くみられた。それぞれに特徴的なスト
レスもあるが、いずれのストレスにおいても
そのストレスのみでなく、他のストレスとの
結びつきをみることで、ストレスの本質的な
ものが察知できると考えられた。 
 グループインタビューでは、【思っていた
ことと違う】【自分が悪いと感じる】【保証が
ほしい】【わかっていてもできない】【周りと
の比較】【見通しがたたない】【自分だけ】【み
んな同じではないこと】【わかってくれてい
ない】【母乳への強いこだわり】【子どもの泣
き・ぐずり】等が抽出された。ストレスや不
安の項目としては母乳や子どもが寝ないこ
と、泣きのことが多くあがってくるが、それ
によってどのように感じているかで支援は
異なってくると考える。例えば、母乳にして
は、児の体重が気になっているのか、自分が
母親として責められているように感じてつ
らいのかで支援の方法は異なってくる。 
 
(5) 母親の求める支援では、1歳 6か月健診
時の調査では図 3 のように、「理由を問わず
に、子どもを一時的に預かってくれるサポー
ト」「予約などなくても、受けたいときにい
つでも受けられるサポート」や、「遊びの教
室など発達に応じた教室」「ささいなことで
も気兼ねなく相談できるサポート」を 7～8
割の母親が選んでいた。専門職による家庭訪
問は実際に受けた母親を合わせると7割強の
母親が訪問を望んでいた。それ以外の訪問に
ついても 3割強の母親が選んでおいたが、母
親のニーズとしては他のニーズと比べると
それほどニーズの高いサポートではなく、初
産婦・経産婦での差はほとんどなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   図 3 受けたい（受けたかった）サポート 
 

グループインタビューの中でも「自分を中心
に考えてくれる支援は心地よい」という意見
があり、同様の傾向がみられた。つまり、自
分が欲するときにそく対応してもらえると
いうことを求めていた。 
 
(6) 産後の母親の不安に関する看護者の意
識として、初産婦に比べて経産婦に関しては
不安が高いという意識や指導が必要という
意識を持っている看護者は少なかった。しか
し、成果(4)で示したように経産婦でもスト
レスが多く、また経産婦ならではのストレス
があることから、看護者は対象（初産婦・経
産婦）とストレスや不安に関してのずれがな
いかを確認することが必要と言える。 
産後入院中の母親に対して【関わりの際に

意識する内容】としては、「泣きに関するこ
と」「自分のペースを大切に」「他家族との調
整」「赤ちゃんに合わせた生活」の４因子、
経産婦は「上の子との調整」が加わった５因
子が抽出された。特に「赤ちゃんに合わせた
生活」について意識されており、経産婦につ
いてはさらに「他家族との調整」が意識され
ていた。【母親の退院後の不安】【指導の必要
性】に関する看護者の認識は，関わりの際に
意識する内容に影響していた。看護者の属性
（職種・経験年数・自身の育児経験等）は経
産婦には影響要因となるが，初産婦に関して
は影響要因ではなかった。 
看護者が関わりの際に意識する内容と対

象である母親が求める支援やストレスの本
質を見比べると、育児のイメージ作りの大切
さは合致する。しかし、そのイメージ通りで
ないことに対する対象の思いや、そこから生
じる様々なストレスに対する支援の場や方
法が不足していることが示唆された。また、
表出されたストレス内容だけでは、その本質
的な支援につながらないことも示唆され、よ
り個々に応じた支援が求められていると言
える。 
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